
令和６年度

人権県民講座 ・

第３３回

差別をなくす

仏の里のつどい

日時 10月10日（木）14時～16時
（開場：13時15分）

場所 アストくにさきアストホール
（国東市国東町鶴川160番地2）

定員 ７００名（申し込み不要、先着順）

参加無料
☆手話通訳あり☆

講演内容

講師 上川 多実さん
かみかわ たみ

（『BURAKU HERITAGE』運営メンバー）

演題「部落問題を通して考える
日常の中の差別」

国東市PRマスコットキャラクター

さ吉くん

大分県人権啓発イメージキャラクター

こころちゃん

〈講師プロフィール〉

関西の被差別部落出身の両親のもと、東京の被差別部落ではない地域で生まれ育つ。
2011 年に部落問題に関わる友人らと「わたし」から始まる「部落」の情報発信サイト
BURAKU HERITAGE を開設。ウェブサイトを通じた発信を中心に、講演や執筆などを
通じて現代の見えづらい部落差別問題を伝える活動をしている。

託児サービスについて（無料・要事前申し込み）

９月３０日（月）までに下記連絡先（国東市人権啓発・部落差別解消推進課）までお申し込みください。
ＴＥＬ：０９７８－７２－０３５４ E-ｍａｉｌ：jinken＠city.kunisaki.lg.jp

共

催

大分県、大分県人権教育・啓発推進協議会
国東市、国東市人権・部落差別解消教育啓発推進協議会
国東市教育委員会
姫島村・姫島村教育委員会

国東市人権啓発・部落差別解消推進課
０９７８－７２－０３５４

〈お問い合わせ先〉

著書：『〈寝た子〉なんているの？ 見えづらい部落差別と私の日常』(里山社)

令和６年


